
 

Instructions for use

Title 雑報

Citation 北大法学論集, 18(3), 242-244

Issue Date 1968-01-08

Doc URL http://hdl.handle.net/2115/16096

Type bulletin (other)

File Information 18(3)_p242-244.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/about.en.jsp


報雑

i雑 ll北
海
道
大
学
法
学
部
法
学
会
記
事

(
昭
和
四
二
年
九
月
)

五
、
九
月
二
七
日
(
金
〉
午
後
一
時
三

O
分
|
五
時
三

O
分

O
「
英
国
の
総
選
挙
の
実
態
」

晃

法学会記事

報

告

者

小

川

出
席
者
二
二
名

今
回
は
、
報
告
者
小
川
教
授
が
、
滞
英
中
白
か
ら
試
み
ら
れ
た
英
国

総
選
挙
(
一
九
六
六
年
)
に
関
す
る
実
態
調
査
の
成
果
を
報
告
、
そ
れ

に
つ
い
て
討
議
、
懇
談
し
た
。
調
査
地
区
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
近
郊

の
小
邑
(
人
旦
ニ

0
0
0余
)
ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
(
巧
己
主
忠
良
r)
。

調
査
の
主
た
る
目
的
は
、
人
々
が
或
る
政
党
に
投
票
す
る
場
合
の
動
機

如
何
を
調
査
す
る
こ
と
に
あ
る
。
調
査
の
方
法
は
、
任
意
抽
出
に
か
か

る
有
権
者
(
八
五
名
〉
に
つ
い
て
の
面
接
調
査
で
あ
る
。
調
査
の
技

術
、
方
法
、
経
過
に
関
す
る
細
部
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。
一
九
六
六

年
の
英
国
総
選
挙
に
つ
い
て
、
被
調
査
者
に
対
し
た
と
え
ば
次
の
よ

う
な
質
問
が
投

J

ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
選
挙
に
お
い
て
私
的
で
は
な
く
公

的
(
一
般
的
)
な
立
場
か
ら
み
て
最
も
重
要
な
争
点
は
ど
の
よ
う
な
争

点
と
思
う
か
、
被
調
査
者
が
私
的
な
立
場
に
お
い
て
最
も
関
心
を
抱
く

争
点
は
何
か
、
被
調
査
者
が
投
票
し
た
政
党
の
政
策
を
被
調
査
者
は

g目
立
。
E
F
E
Eロ
ぞ
・
刷
出
ZE--可
の
い
ず
れ
の
態
様
に
お
い
て
支
持

す
る
か
、
等
々
。
調
査
の
結
果
は
は
な
は
だ
興
味
あ
る
も
の
で
あ
り
、

こ
こ
に
お
い
て
逐
一
詳
細
に
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
惜
し

ま
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
多
く
の
調
査
結
果
の
う
ち
か
ら
ほ
ん
の
わ
ず
か

の
例
を
、
そ
れ
も
ご
く
簡
略
に
述
べ
て
お
く
。
被
調
査
者
が
投
票
し
た

政
党
の
政
策
を
先
に
述
べ
た
い
ず
れ
の
態
様
に
お
い
て
支
持
す
る
か
に

つ
い
て
の
調
査
結
果
か
ら
、
ミ
ド
ル
・
ク
ラ
ス
と
労
働
者
ク
ラ
ス
と

で
は
傾
向
に
お
い
て
か
な
り
顕
著
な
対
照
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
労
働
者

と
い
え
ど
も
保
守
党
へ
投
票
す
る
こ
と
が
十
分
あ
り
う
る
こ
と
が
わ
か

る
。
有
権
者
が
投
票
す
る
さ
い
、
そ
の
投
票
行
動
を
決
す
る
も
の
は
何

か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
。

投
票
決
定
に
さ
い
し
て
、
新
聞
の
影
響
力
を
無
視
し
え
な
い
こ
と
、
支

持
(
投
票
)
政
党
決
定
に
当
っ
て
重
視
さ
れ
る
こ
と
は
過
去
の
実
績
で

あ
り
、
た
ん
に
政
党
の
掲
げ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
な
い
。
注
意
す
べ
き

こ
と
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
異
な
る
政
党
が
争
う
場
合
に
は
、
同
時

に
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
行
を
左
右
す
る
財
政
的
裏
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
も
争
う

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
政
党
に
対
す
る
強
固
な
忠
誠
心
に
動
か
さ
れ
て

投
票
す
る
こ
と
も
多
い
。
投
票
決
定
の
動
機
が
ミ
ド
ル
・
ク
ラ
ス
の
人

々
と
労
働
者
ク
ラ
ス
の
人
々
と
で
は
異
な
る
と
い
っ
て
よ
く
、
前
者
が

政
党
の
個
々
の
政
策
に
つ
い
て
も
自
己
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
有
し
て
お

り
、
そ
の
オ
ピ
二
オ
ン
に
従
っ
て
投
票
決
定
を
す
る
の
に
対
し
て
、
後

者
は
前
者
の
こ
と
く
自
己
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
有
す
る
と
は
必
ず
し
も
い
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報

え
ず
、
そ
の
投
票
行
動
を
決
定
す
る
も
の
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
か
、

過
去
の
経
験
と
か
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
質
疑
、
討
論
な
い
し
は
懇

談
に
お
い
て
と
り
上
げ
ら
れ
た
話
題
と
し
て
は
、
調
査
の
技
術
的
問
題

の
ほ
か
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
若
干
姶
い
上
げ
て
み
れ
ば
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
っ
た
。
宗
派
に
よ
っ
て
支
持
政
党
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
は
そ

れ
ほ
ど
な
い
。
党
員
組
織
は
日
本
で
考
え
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
に
は
強
固

で
は
な
い
。
選
挙
費
用
は
極
め
て
小
額
で
あ
り
、
ま
た
(
従
っ
て
、
と

も
い
え
よ
う
〉
候
補
者
も
当
選
で
き
る
か
で
き
な
い
か
を
日
本
ほ
ど
深

刻
に
は
考
え
て
お
ら
な
い
。
当
選
で
き
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
場
合
で
も
、
選
挙
運
動
を
通
じ
て
の
大
衆
と
の
接
触
に
生
き
が
い
を

感
じ
て
立
候
補
す
る
者
も
あ
る
。

紙
面
の
都
合
も
あ
っ
て
、
き
り
つ
め
た
紹
介
に
終
っ
た
こ
と
が
惜
し

い
け
れ
ど
も
、
今
回
の
例
会
の
模
様
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
。
出
席
者
も
二
二
名
と
い
う
近
時
ま
れ
な
盛
況
ぶ
り
で
あ
り
、
質
疑

応
答
、
議
論
も
自
然
活
発
と
な
り
、
印
象
に
残
る
例
会
で
あ
っ
た
。
留

学
帰
国
者
に
は
法
学
会
報
告
義
務
を
明
示
的
に
課
す
る
べ
き
で
あ
り
、

ま
た
、
課
す
る
ほ
ど
よ
い
と
い
う
心
証
を
こ
の
報
告
執
筆
者
は
得
た
。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
報
告
者
は
わ
が
国
に
お
い
て
向
種
の
調
査

を
行
な
い
、
そ
れ
と
今
回
報
告
さ
れ
た
調
査
と
の
比
較
を
試
み
ら
れ
る

の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
試
み
を
早
く
実
行
さ
れ
て
、
投
票
行
動
決

定
の
動
機
の
日
本
的
特
色
が
デ
ー
タ
ー
に
も
と
づ
い
て
浮
き
彫
り
に
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
そ
し
て
ま
た
、
い
つ
の
日
か
、
本
会
に
お

い
て
(
或
い
は
本
会
の
ご
と
き
場
に
お
い
て
)
そ
の
成
果
が
一
亦
さ
れ
る

雑公法研究会記事

こ
と
を
希
望
す
る
。

北
海
道
大
学
法
学
部
公
法
研
究
会
記
事

(
昭
和
四
二
年
九
月

i
一
一
月
〉

七
、
九
月
二
九
日
(
金
)
判
例
研
究

O
判

例

時

報

四

六

八

号

九

頁

O
判
例
時
報
四
六
八
号
二
七
頁

八
、
一

O
月
六
日
ハ
金
)
判
例
研
究

O

判
例
時
報
四
六
九
号
一
四
頁

九
、
一

O
月
二
七
日
(
金
)
判
例
研
究

O

判
例
時
報
四
六
九
号
三
五
頁

O
判
例
時
報
四
七

O
号

一

八

頁

一
O
、
一
一
月
一

O
日
(
金
)
判
例
研
究

O

判
例
時
報
四
七
一
号
二
三
頁

O
判
例
時
報
四
七
二
号
四
二
頁

O

判

例

時

報

四

七

四

号

九

頁

小笹深千荒中今白

野川

善紀

康勝

瀬

忠

葉井

史

卓男

村村井

成陪

仁和喜

平
良
木
・
馬
場

北法18(3・243)649

北
海
道
大
学
法
学
部
刑
事
法
研
究
会
記
事

(
昭
和
四
二
年
一

O
月
)

五
、
一

O
月
二
八
日
(
土
)

O
信
頼
の
原
則
に
つ
い
て

司
法
修
習
生



報量産

北
海
道
大
学
法
学
部
政
治
学
研
究
会
記
事

(
昭
和
田
二
年
一

O
月
J
一
一
月
)

七
、
一

O
月
六
日
(
金
)

O
最
近
の
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
史
研
究
の
動
向

山

八
、
一

O
月
二
七
日
(
金
)

o
p
g
r
F
m
g
F
H
〉
・
巴

g
E
-
J六
回
U

・
冨

m
n
2
5
3
7。

(
U
O
E
E
5
q
H
U
D
一E
B」
の

紹

介

並

び

に

書

評

十

亀

九
、
一
一
月
一

O
日
(
金
〉

O
年
報
政
治
学
一
九
六
七
年
度
「
現
代
日
本
の
政
党
と
官
僚
」
よ
り

経

済

官

僚

の

行

動

様

式

伊

藤

政治学・民事法研究会記事

北
海
道
大
学
法
学
部
民
事
法
研
究
会
記
事

(
昭
和
四
二
年
九
月
J
一
一
月
)

一
O
、
九
月
二
九
日
(
金
〉
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

O
民
集
二

O
巻

五

号

一

O
二

頁

O
民
集
一
九
巻
五
号
二
一
六
三
頁

O
民
集
二

O
巻

四

号

八

四

九

頁

一
一
、
一

O
月
六
日
(
金
)
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

O
民
集
二

O
巻
六
号
一
二
五
一
一
良

藤 薮相青

本

O
民
集
二

O
巻

五

号

一

二

八

頁

O
民
集
二

O
巻
六
号
一
一
八
三
頁

一
二
、
一
一
月
一

O
日
(
金
)
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

O
民
集
二

O
巻
六
号
一
二
八
九
頁

O
民
集
二

O
巻

四

号

五

四

八

頁

O
民
集
二

O
巻

四

号

五

六

O
頁

O
民
集
二

O
巻

五

号

一

O
五
二
頁

民
集
二

O
巻

五

号

一

O
七
八
頁

原岡竹

五
十
嵐

山

高

青藤松大

国
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竹岡淵


